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１　本日の協議事項

（１）第５章第４節「施策の展開イメージ」パースについて　　　　　　 　　　（P127）

（２）第６章第２節「計画の達成状況の評価方法」について　　　　　　　（P132～133）

（３）計画素案全体を通じて、内容や表現等についてご意見等があれば、ご指摘ください。
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　　前回協議会までの協議を踏まえ作成した　　　　　「あきる野市地域公共交通計画　素案」
　　について、ご意見をいただきたいと考えております。

　　　第５章の締めくくりとして、各施策が進められた際の、将来的な市のイメージを
　　　パースを用いて視覚的にお示ししています。
　　　現段階では、パースの構図や大まかなレイアウトをお示ししています。

　　　パースについて、ご意見等があれば、ご指摘ください。

　　　第６章第２節では、計画の目標の達成状況を測る評価指標を設定しています。
　　　評価指標は、国土交通省「地域公共交通計画等の作成と運用の手引き」に基づき、
　　　市がデータを収集可能で、施策の成果を測定できる指標を設定しています。

　　　指標設定について、ご意見等があれば、ご指摘ください。
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① 乗場の配置やダイヤの工夫で、
　 異なる交通手段をスムーズに
　 乗り換えできます。

② 乗場は、快適性やバリアフリー
　 に配慮されています。

③ 地域特性に応じた交通手段で、
　 不自由なく移動できます。

④ 児童・生徒の公共交通への興味
　 関心や、マナーを守る意識を高
　 めます。

⑤ 公共交通の利用支援も通じて、
　 子育てしやすいまちを実現しま
　 す。

⑥ すべての人が、高齢者や障がい
　 者に思いやりを持ち接していま
　 す。

⑦ 各種イベントで、本市の公共交
　 通を知って体験できます。

⑧ スマートフォン等で、公共交通

　 の情報を入手できます。
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１（１）第５章第４節「施策の展開イメージ」パースについて　補足

１枚目：鉄道駅と駅前広場の将来イメージ

①

②※１

③

⑦

⑤ ※３

⑥ ※４

⑧ ※５④※２

※１　点字ブロックやベンチ等を追加予定です。
※２　鉄道やバスを利用する児童・生徒の様子を追加予定です。
※３　バスに乗ろうとする親子連れ（ベビーカー等）の様子を追加予定です。
※４　高齢者または障がい者に手を差し伸べる人の様子を追加予定です。
※５　スマートフォンで公共交通の情報を調べている人の様子を追加予定です。

このパースは、令和７年５月時点の作成中のものです。
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１（１）第５章第４節「施策の展開イメージ」パースについて　補足

２枚目：山間部と観光地の将来イメージ ① 道路の整備やパーク・アンド・
　 ライドの促進等により、渋滞の
　 発生を抑制します。

② 施設の交通拠点（モビリティハ
　 ブ）化により、市内外からのア
　 クセス性を改善できます。

③ 地域特性に応じた交通手段で、
　 不自由なく移動できます。

④ 山間部の住民にも、タクシー利

　 用助成により、日常の移動手段
　 を提供します。

⑤ 今後導入する車両は、環境への
　 負荷にも配慮します。

⑥ 各種イベントで、公共交通の新
　 しい技術を知ることができます。

⑦ 案内の充実や移動の利便性向上
　 により、本市をストレスなく観
　 光できます。

⑧ 外国人観光客も、本市をスムー
　 ズに観光できます。

このパースは、令和７年５月時点の作成中のものです。

①

③

⑦ ※３

⑥ ※２

② 

⑧ ※３

⑤※１

④

※１　バス車両の車体デザインについて、EVであることが分かる描写に改める予定です。
※２　空飛ぶクルマなど、本計画の中で動向を注視していく新技術が分かる描写に改める予定です。
※３　ICカードや、スマートフォンで利用するデジタル乗車券を使う観光客の様子や、観光地を訪れている
　　　外国人観光客等の様子を追加予定です。
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１（２）第６章第２節「計画の達成状況の評価方法」について　補足　　　　　　　　　　　　　　 

資料：国土交通省「地域公共交通計画等の作成と運用の手引き 実践編 第4版」

（p.127～128）より抜粋し作成

＜指標設定のポイント＞

• 「標準指標」は基本的に全ての計画において設定

• 「推奨指標」「選択指標」は地域の目指す姿や事業
実施の目的によって設定を検討

• 数値指標の設定については、行政・交通事業者・市
民それぞれが納得した上で設定（分かりやすさにも
留意が必要）

• モニタリング・評価を意識し、定期的に収集できる
データの活用を検討

＜指標の区分＞

「標準指標」

地域旅客運送サービスの提供を確保し、利便性・持
続可能性・生産性の高い地域公共交通ネットワーク
を実現するために、公共交通が適切に運営されてい
るかを判断する上で設定する必要性が高い指標

「推奨指標」

交通事業者や行政などの公共交通の運営側の目線か
ら、事業の必要性や有効性を計測しやすい指標

「選択指標」

地域の目指す姿や事業実施の目的によって設定を検
討する指標

＜数値指標の例＞



２　計画策定に向けた今後のスケジュール
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　　「あきる野市地域公共交通計画」の策定までのスケジュールは以下を予定しています。

令和７年６月４日　　　令和７年度第１回地域公共交通協議会（今回）
　　　　　　　　　　　計画素案に関する協議

令和７年７月～８月　　地域公共交通協議会（次回）
　　　　　　　　　　　計画（案）に関する協議

令和７年１１月　　　　地域公共交通協議会
　　　　～１２月　　　計画の承認（パブコメ結果の報告含む）

パブリックコメントの実施（１０月頃）

計画の策定

令和８年２月～３月　　地域公共交通協議会
　　　　　　　　　　　策定された計画の共有、次年度に向けた協議
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